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∫．仙担ご‾11トE  

最近、食品会社や電力会社などの十達の不  

祥事が注目されていま∫す。をこでは、コンプ  

ライアンスL・（法令遵守）が特に問題になって  

いますが、要するに、企業のリーガルリスク  

管理が不十分であっ（た、どいうこと、です。右し  

て∴↓このようなサーガルリスクを′はじめとし  

て、企業は、事業に関連して様々なリスクを  

かかえていlます。   

三苧こ して‡キ升・チ∴1・11「〔し′卜・や－・－、・押せこさ▼  

】丁  
場倉持さノ薮腐題先瘍硝せの－J「貫むt」、ぺメ押 

l により、そのリズクを回避す名ごとヵiできま  

す∴・∴，予 －・′・－‥ ‥」■■‾トミi卜∫’‾ハニ  

I ；まも、ちと′紅、とのだめに転㌧■をめ原材料東上  

l 場ぎれ七も指せせが望ま心1めです嫉隼ね‘ニ  

り価格関連のある物が上場されていれば産れ  

を痢府す去1せ摘苛能ゃすご協商礪商劫旨 l  

′．リ′巨ト∴／パ江上∵耽’ヰ・二言1 －．  

企業を取り巻くリスク、∴‥・．・－ さ  

企業がかかえるサズクセは、管理可能なも 

のと不可能なものがありますが、先物政引を  

利用することで、以下のような様々せり′スケ  

が管理可能となります。   

まず、原材料の価格変動リスクを中心とす  

る「生産リスク十です・（生産リスクミには、一‾± 

のほ鞘凄壊リスク、需要リスクなどもあり 

ます）。牒樹の価格変垂叫夫二ついてはく 

こ咋を商品先物取引でヘッジすネことは当琴  

可鱒です。   

原材料の価格が将来高騰すると予想される  
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ごれら跡リスクは、もちろん先物敢引でカ  

バーできるものではあゃません∴これらはむ  

しろ、保険によってリスクを軽減することが  

数などを利用することもできます。   

次に、製品の販売価格の変動を中心とする  

「販売リスク」も、商品先物取引でヘッジする  

ことi±より、管理することができ・ますム販売  

イ耐各が将来、下落する恐れがある場合には、  

先物市場で「売りヘッジ」をすることにより  

リスクを回避できます。わが国の商品先物市  

場では原材料しか上場されていませんので、  

それを通じてのヘッジということになります。  

このように、先物取引と保険は、リスクを  

管理する上でともに重要となります。それで  

は、両者のすみ分けはどうなるのでしょうか。  

「生産」「販売」「財務」のリスクについては、  

損失が発生する可能性があるのと同様に利益  

が発生する可能性があります。   

原材料の価格については、高騰するリスク  

もありますが、下落す阜可能性もあ 

にとっては不利に働くこともありますが、有  

利に働くこともあります（このようなリスク  

は「投機的リスク」といわれます）。   

これに対して、リーガルリスクや信用リス  

クなどは、いったん、ある事象が発生した場  

合には必ず損害をもたらすもので、企業に有  

利に働くことはありません。このようなリス  

クを「純粋リスク」といいますが、投機的リ  

スクについては先物取引により、純粋リスク  

については保険によりそれぞれ管理すること  

が企業にとって不可欠なものとなります。   

リスクの管理手段  

財務リスクのヘッジも可青  

また∴ドル建せで輸出品の代金を受けし取る  

ような場合には、為替変動リスクを金融関連  

の先物取引でヘッジすることもできます。こ  

のよ与妻鱒変跡り呆軍歴ど1軋「財務リス  

ク」といわれるものです。財務リスクには、  

このほかに金利リスクや保有有価証券の価格  

変動リズクなどもありますが、これらも、金  

利先物取引や有価証券尭物取引などでリスク  

を管垣する七と、ができます。   

このように、特に製造業にあづては、原材  

料の購入う製造→販売と∵いう÷－「▲連の過程のう  

ちの特に入り口と出口の部分で先物取引がリ  

スク管壇上、ト特に有効とYなりまサムまたミ企  

業は常に資金を必要としますので、二製造業に  

かかわらず、先物取引を利用して財務リスク  

」√T を管理することは、■1L企嚢にと■ち七特に董要に  
なう首す∴   

しかし、企業の 

産」イ販売」「財務」のリースクだけではありま  

せん。月頭も；掲をデたリーガルリ‘スクを▲はどめ  

として、1取引先め信用リスク＼企業秘密の漏  

洩のリスク、販売高の減少のリスク、絹寵な  

人材を榔き．ない（転∴退職など・に伴う■）  

リスクなど、1こ企業を敢り巻くリスクは、革挙  

にいとまがありません。  
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